
















「テJ は共通語の「つでJ rってばj と同じく、引用表現に由来するものと考えられるが、現
在の岐阜市方言では引用形式に「ッテJ 、伝聞形式には「ト J が用いられ、文末詞「テj はそれ
らとは違う機能を果たしている。




は用いられる(S 4.5. )。これが二つ目の「テj である。そして三つ自の「テj は対人的ムード











































また、 (9) (10) のように共通語では fってj は引用や伝摺の場合にも用いられ、形式上
の区別はないが、 (1I) (12) のように岐阜市方言では引用に fッテj、伝聞には f ト」を用
い、 fテj が使われることはない。よって、蚊阜市方言の fテj は引用や伝聞の意味から切
り離されており、文末調としての意味機能の変化が進んでいるといえる。
共通語














(1 7) 明日雨降ルカテ (YES-NO疑問文)
(18) はやく行ケテ(命令文)
3.2. 他の文末詞との共起関係







(21)のように、本稿で取り上げる「テj は fφj や「ヨ j に置換しでも大きく文意の




4. 1. 繰り返しの発話で用いられる fテJ






















ている。 fテJ を使用することで、 fはやく行けと言っているのに、なぜお前は行こうとし

















(27) '" (30) で「テj が使用されているのはすべて、話し手の考え・意見・認識と聞
き手の発話内容がずれている、ということを話し手が明示したい場合である。それぞれの
例文においての「ずれj を詳しく見ていくと以下のようになる。




ねている。 (28) では、 Bは「飲み会を聞くなら、事前に知らせておくべきだj という考え
を既に持っているが、 Aの発話は突然欽み会が開かれることを知らせ、お酒の買出しを頼む、
というものである。 (29) では、 Bは[中国が世界で一番人口の多い患だということは常識
的な事実だj という考えを持っているが、 Aは先ほどまでそれを知らなかったという発話を






















(34) では、 Bの発話は疑問文の形をとっているが、 Bは実際は fAの発話内容は嘘だろ
う」と思っている。 Bには「宝くじで一億が当たるなrということが身近にあるものかJ fA 
はいつも嘘ばかりついていて、信用ができないj という考えがあり、 Aの発話がそれに反し
ているため「テj が使用される。純粋な疑問であれば (35) のようになる。
(35) A: 俺、宝くじで一億が当たった。














































(43) ())月なのに真冬並みに寒い。外を 1 人で歩いていて)
なんで最近こんなに寒インヤテ。












これまで、 f話し手の考えや意見とのずれj が起こる状況、という観点、で fテj の使用例


















~ 4.1. ...4. 5. に挙げた fテJ は意味や文脈に応じて選択して用いられるものであったが、

















の場合、聞き手に認識してほしいことを f強調j する場合、を挙げている。 (50) - (53) 
の例は「告白J になるであろうが、野間は「告白J r教示J r強調J などと分類することは
困難だとしている。
~ 4. 1. -4. 5. の中で使用される fテJ は、長呼されることもそうでないこともあるが、
対人的ムードの「のだj に後接する「テj の場合は、明らかに「テーJ と長呼されるのが
普通である。これは、聞き手の全く知らないことを聞き手に認識させようという話し手の
心的態度と関係があるのだと思われる。





(54) 、 (55) に示したとおり、対人的ムードの「のだj には必ず「テJ が後接し、それ
以外では不適格となる。また、共通語の例文 (56) と、 fのだ+テj で構成された岐阜市方
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岐阜市方言の文末調「テj
言の例文 (57) が同じ意味を表すことから、 fテJ のみで機能を持っているとは考えにくい。
共通語とは異なり、岐阜市方言では「のだj のみで対人的ムードを表すことはできない。
(58) ノート貸してくれない?明日テストがある{?メ/?ンヤ/?ンダ}






o rテj は文タイプによる共起制限はない。( ~ 3. 1. ) 
orテj は他の文末詞と共起しない。 (~3. 2.) 
(B) 意味・用法の特徴
①話し手が、自らの考え・意見・認識と、それに関する聞き手の言動や状況とのず
れを明示する。( ~ 4. l. "'-"4. 4. ) 
②話し手の考えや意見を強く聞き手に訴えかける。 (~4. 5. ) 
窃「のだ+テj の形式で、話し手の認識している既定の事態を聞き手にも認識させ
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